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付表　国内外の動向

カシオの生物多様性を保全する取り組みについて紹介します。

2010年10月に、名古屋で生物多様性条約 第10回締約国会議(COP10)が開催されました。地球上の生きとし生けるものの「命」にかか
わる問題を解決するための重要な会議で、
・新戦略計画(2020年)，愛知目標(2050年)の採択
・遺伝資源のｱｸｾｽと利益配分に関する名古屋議定書
が採択されました。
カシオでは、「環境行動目標」に定めた第１ステップとしてカシオグループ全体の「生物多様性ガイドライン」を2011年３月に制定し、
その内容に基づき活動を行っています。

2011年度は生物多様性影響度評価を行うことを目標に活動し、影響度評価のためのチェックシートの検討に着手しています。また、今後
影響度評価を行うための基盤づくりとして、社内関係部門の約700名に対して、生物多様性保全の基礎的知識やカシオグループの対応に関
するe-ラーニングを実施しました。

2012年度は環境行動目標に掲げた下記の新たな目標を目指して、引き続き活動を行います。

生物多様性の保全目標
カシオグループ生物多様性ガイドラインに基づき、事業所系と製品系における生物多様性の保全活動を行う

事業所系
2012年度までに、工場・事業所の立地／操業に関して、生物多様性影響度評価のチェックシートをNPO/NGOと協力して作成し、パイ
ロット調査を開始する。

製品系
2012年度までに、製品の設計／調達／生産／梱包／物流／リサイクルの各領域に関して、生物多様性影響度評価のチェックシートを
NPO/NGOと協力して作成し、パイロット調査を開始する。

年 世界の動き 日本の動き 国内業界の動き カシオの対応

～
2008
年度

生物多様性条約採択(1992年)
生物多様性保全のための包括的条
約
COP9（ボン）
海洋保全について大きく進展。
生物多様性の経済価値に関する中
間レポートも発行される。

生物多様性基本法
自治体レベルでの生物多様
性に関する計画の策定が求
められているほか、事業者
の責務として自助努力と自
治体への協力が求められて
いる。

2009
年度

8月
（環境省）生物多様性民間
参画ガイドライン
3月
生物多様性国家戦略2010

4月（日本経団連）
生物多様性宣言 行動
指針とその手引きを
公表

生物多様性保全に関する環境
行動目標を設定

2010
年度

COP10(名古屋)：10月
「愛知ターゲット」・・・生態系サービスに関する中期/長期目標
「名古屋議定書」・・・遺伝資源のアクセスと利益（の公平な）配分
の採択。

10月
「生物多様性民間参
画パートナーシップ」
の発足

カシオグループとしての生物
多様性ガイドラインを制定

2011
年度

電機電子業界における
生物多様性ワーキング
グループ活動の開始

・カシオグループとしての生
物多様性
保全のための影響度評価の
ための関係部門の教育と
チェックシートの検討開始

2012
年度 COP11(インド：ハイデラバード)：10月

事業所系と製品系のそれぞれ
における生物多様性保全のた
めのチェックシートを作成
し、パイロット調査を開始

カシオの生物多様性保全への思い
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生物多様性保全の活動については、「環境コミュニケーション」もご参照ください。

カシオグループ生物多様性ガイドライン

http://www.casio.co.jp/csr/env/communication/

